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総務企画委員会

常任委員会の審査から

防災環境産業委員会

保健福祉医療委員会

問　

県
職
員
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
Ａ
Ｉ
が

生
成
し
た
回
答
の
正
誤
確
認
や
機

密
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
対
策
し
て
い
く
の
か
。

答　

生
成
Ａ
Ｉ
利
用
時
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
・
周
知
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
本
県
専
用
の
入

力
し
た
情
報
が
外
部
に
漏
れ
な
い

環
境
の
整
備
や
職
員
研
修
の
実
施

に
よ
り
、
安
全
性
を
担
保
し
つ
つ
、

業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

県
北
地
域
は
山
側
・
海
側
で

特
性
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
資
源
を
生
か
し
た
振
興
策
が
不

可
欠
で
あ
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
の
目
標
値
と
な
る
指
標
は
、
山

間
部
と
臨
海
部
で
分
け
て
設
定
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

改
定
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
の
目
標
値
は
、
山
間
部
・
臨
海

部
い
ず
れ
も
包
含
し
た
多
様
な
産

業
振
興
の
達
成
度
を
測
る
た
め
の

指
標
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
の
計
画
期

間
と
な
る
今
後
３
カ
年
度
間
で

し
っ
か
り
進
捗
管
理
し
て
い
く
。

問　

若
い
世
代
の
女
性
人
口
の
減

少
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
地
方
の
文

化
や
風
土
な
ど
、
県
民
の
意
識
か

ら
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
所
見
は
。

答　

性
別
に
対
す
る
固
定
的
な
役

割
分
担
意
識
の
解
消
や
、
誰
も
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
普
及

啓
発
な
ど
に
よ
り
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
輝
け
る
社
会
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

出
資
団
体
を
減
ら
し
て
い
る

流
れ
の
中
、
笠
間
栗
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
株
式
会
社
へ
新
た
に
出
資
を

行
う
に
当
た
り
、
相
当
の
収
益
が

見
込
め
る
な
ど
、
根
拠
が
必
要
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

出
資
団
体
は
、
県
自
ら
が
取

り
組
む
よ
り
も
効
果
的
・
効
率
的

で
あ
る
な
ど
の
判
断
か
ら
設
置
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
出
資
に
つ
い

て
は
、
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、

生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る

た
め
の
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
県
出
資
団
体
職
員
の

給
与
の
状
況
、
水
郡
線
90
周
年
事

業
の
概
要
な
ど
も
質
問
）

問　

保
健
所
庁
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
当
た
っ
て
、
移
転
先
を
ど
う

選
定
し
、
ど
の
よ
う
な
機
能
の
強

化
を
図
る
の
か
。

答　

移
転
先
は
、
必
要
敷
地
面
積

や
ア
ク
セ
ス
性
、
浸
水
想
定
区
域

外
か
ど
う
か
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
選
定
し
た
。
災
害
対
応
の

た
め
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

非
常
用
電
源
の
設
置
、
感
染
症
ま

ん
延
時
に
お
け
る
清
潔
区
域
の
動

線
確
保
な
ど
、
安
全
で
利
用
し
や

す
い
施
設
の
建
設
を
図
る
。

問　

県
立
病
院
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

答　

こ
れ
ま
で
、
電
子
カ
ル
テ
の

活
用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
一
部

導
入
な
ど
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
中

心
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
き
た
。

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
業
務
の
効

率
化
に
も
有
効
で
あ
り
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
電
子
カ
ル

テ
の
入
力
・
閲
覧
や
チ
ャ
ッ
ト
に

よ
る
情
報
共
有
な
ど
、
他
県
病
院

の
先
進
事
例
を
研
究
し
、
対
応
可

能
な
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
、
さ

ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
。

問　

オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
社
会
問

題
化
し
て
い
る
が
、
本
県
の
現
状

と
対
策
は
。

答　

医
薬
品
の
過
剰
摂
取
が
原
因

と
疑
わ
れ
る
救
急
搬
送
人
員
は
、

４
年
で
約
１
・
２
倍
に
増
え
た
。

対
策
と
し
て
、
薬
の
正
し
い
知
識

の
啓
発
や
、
薬
局
・
薬
店
へ
の
販

売
指
導
、
一
因
と
さ
れ
る
社
会
的

孤
立
を
防
ぐ
た
め
相
談
窓
口
の
周

知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

合
計
特
殊
出
生
率
が
２
・
95

を
誇
る
岡
山
県
奈
義
町
の
よ
う
な

成
功
事
例
も
あ
る
が
、
本
県
の
少

子
化
の
現
状
と
対
策
は
。

答　

本
県
の
直
近
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
１
・
27
で
あ
り
、
未
婚
化
・

晩
婚
化
な
ど
が
少
子
化
の
要
因
と

考
え
る
。
ま
ず
は
、
基
本
的
な
子

育
て
環
境
を
県
全
体
で
整
備
し
、

結
婚
・
子
育
て
に
対
す
る
前
向
き

な
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
な
ど
、
子
育

て
世
代
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革

へ
の
対
応
状
況
、
子
ど
も
救
急
電

話
相
談
の
現
況
な
ど
も
質
問
）

ことば ※3【いばらきフードロス削減プロジェクト推進事業】…事業系フードロスの削減を目的に、食品残渣を有効活用する事業者の支援を行う。また、食品業界と連携し、削減の取り組みを広く展開する。

問　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
内
の
全
住
民

を
対
象
と
し
た
訓
練
は
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
内
に
自
分
が
住
ん
で
い
る

こ
と
を
認
識
で
き
る
点
で
も
重
要

な
取
り
組
み
だ
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
観
点
で
実
施
し
た
の
か
。

答　
「
我
が
家
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
 ※1

の
作
成
を
通
し
て
、
住
民

に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
内
に
住
ん
で
い

る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
こ
れ
を
活
用
し
た
避
難
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
避
難
意
識

の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

問　

茨
城
県
地
方
就
職
学
生
支
援

事
業
 ※2

の
補
助
要
件
の
一
つ
で
あ

る
「
一
定
の
要
件
を
満
た
す
者
の

奨
学
金
の
返
還
を
支
援
す
る
取
り

組
み
」
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村

の
数
は
。

答　

15
市
町
で
あ
る
。

問　

食
品
残ざ

ん
さ渣
を
飼
料
や
食
品
な

ど
に
有
効
活
用
す
る
取
り
組
み
を

ど
う
広
げ
て
い
く
の
か
。

答　

今
回
計
上
し
た
「
い
ば
ら
き

フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業
」
 ※3

で
は
、
食
品
残
渣

を
活
用
し
た
飼
料
化
や
肥
料
化
に

取
り
組
む
事
業
者
の
後
押
し
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
新
た
な
食

品
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
県
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
紹
介
し
て
お
り
、
今
後
も
関
係

部
局
と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
。

問　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
台
北
サ
イ
ク
ル
へ
出

展
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
目

的
は
。

答　

本
県
で
は
、
昨
年
２
月
に
台

湾
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
つ

く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
の

相
互
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
向
け
、
友
好
交
流
協
定
を
締

結
す
る
な
ど
、
台
湾
と
の
交
流
が

活
発
化
し
て
い
る
。
こ
の
機
を
逃

さ
ず
に
、
ツ
ア
ー
の
造
成
や
本
県

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
へ
の
誘

客
促
進
を
図
る
た
め
、
当
該
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
。

（
ほ
か
に
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
に
係
る
現
況
、
東
日
本

製
鉄
所
鹿
島
地
区
の
高
炉
１
基
休

止
に
伴
う
地
域
の
影
響
と
対
応
策

な
ど
も
質
問
）

ことば ※1【我が家のタイムライン】…避難行動を起こすべきタイミングを逃さないことに焦点を絞った、家庭内などで時間をかけずに作成できる県独自様式のマイ・タイムライン。
※2【茨城県地方就職学生支援事業】…東京圏（東京、埼玉、千葉および神奈川）の大学生が茨城県の企業に就職活動を行い、内定を得て、県内に移住見込みの場合、就職活動に要した交通費の一部を補助	
	 する事業。

常陸国ロングトレイル　袋田の滝を上から眺める
「滝のぞき」（大子町）

台北サイクル 2024　茨城県ブース

茨城県立こども病院における外来問診票の電子化

広
い
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
、

災
害
対
応
力
を
強
化
す
る

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
内
に
住
ん
で
い
る

認
識
と
避
難
意
識
の
醸
成
を
図
る

県
職
員
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
係
る

課
題
へ
の
対
策
は

研
修
の
実
施
な
ど
に
よ
り
安
全
性
を
担
保

し
つ
つ
、
業
務
効
率
化
を
図
っ
て
い
く

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
内
の
全
住
民
を

対
象
と
し
た
訓
練
実
施
の
観
点
は

保
健
所
庁
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り

強
化
さ
れ
る
機
能
は


